
CAE（（ココンンピピュューータタ援援用用エエンンジジニニアアリリンンググ））

オーソスシステムはコンピュータ(CAE: Computer
Aided Engineering) テクノロジーを矯正装置のデザ
インに応用するという、まったく新しい方法で誕生
しました。Ormco社の研究開発部は、歯牙データと
骨格を解析し、理想的な咬合をコンピュータによっ
て作り上げることに成功しました。オーソス
AP(Asian Prescription)はアジアの
人々の歯牙と骨格の解剖学的デー
タの平均値に基づいた、理想咬合
を得るための最初のアプライアン
スです。

コンピュータによって作り出さ
れた理想咬合を基に、ブラケット
とバッカルチューブの形状、アー
チワイヤーの形状、ブラケットの
位置を決定しました。またどんな
矯正システムにもつきもののアー
チワイヤースロットでのトルクの
ロスや力の減少のような力学的に
効率をそこなう問題を検討しそれ
らを解決するような考慮を払いま
した。オーソスAPの装置はその
ような非効率性をなくし臨床的治
療効果を高めるようなデザインに
なっています。

オーソスAPはアジアの人々の
ための最初のアプライアンスで、

ブラケット、バッカルチューブ、アーチワイヤーフ
ォームからなるシステムです。完全にコーディネイ
トされたこのアプライアンスシステムで、毎日の診
療で経験される問題のいくつかを解決することがで
きます。

テテククニニカカルル・・レレポポーートト

オオーーソソススAAPP
（（矯矯正正治治療療ののたためめのの総総合合アアププラライイアアンンススシシスステテムム））

今今ままでで多多くくのの日日本本のの先先生生かからら、、日日本本人人のの解解剖剖学学的的、、歯歯学学的的形形態態はは、、西西欧欧ののももののととははかかななりり異異
ななるるたためめ、、日日本本人人ののたためめのの装装置置開開発発のの要要望望ををいいたただだいいててままいいりりままししたた。。Ormco社社ででははココンンピピュュ
ーータタテテククノノロロジジーーをを矯矯正正装装置置ののデデザザイインンにに応応用用すするるここととにに成成功功しし、、人人種種的的・・解解剖剖学学的的構構造造をを解解
析析すするるここととにによよりり、、オオーーソソススAAPPがが誕誕生生ししままししたた。。



問題1 問題2

現在の下顎前歯用ブラケットは唇-舌的に厚いので、次のような
臨床的な問題を引き起こします。
1) 叢生または歯が捻転している症例ではブラケットの位置付け
が難しい。

2) しばしば下顎犬歯用ブラケットの近心にファーストオーダー
ベンドが必要になる。

3) 咬合干渉が起こる(その結果としてブラケットの脱落もしく
はエナメル質の損傷が生じる。)

4)  口腔衛生の悪化

解決策1
犬歯用ブラケットのスロット角度を補正することによって(CIS
① = compensation in slot)、アーチワイヤーが歯面近くをなだ
らかなカーブで通るような形状になります。これにより、下顎前
歯用ブラケットのプロファイルがかなり低くなり、上に挙げた問
題が軽減されます。この独特の構造は上顎犬歯と側方歯にも組み
込まれています。CISをつけたブラケットはアーチワイヤーと組
み合わせてファーストオーダーディスクレパンシィを補正するこ
とが目的であり、そのために歯が捻転してしまうことはありませ
ん。

舌側に傾斜してしまう下顎臼歯群をアップライトする。

FA(顔軸)ポイント:  臨床歯冠のFAポイントは、咬合側と歯肉側
の境界から等位置にあります。

解決策2
オーソスシテスムは、理想的な位置よりも臨床で使われる位置で
アプライアンスが最適な形態になるように再計算してデザインさ
れました。従来のブラケットは歯の切端と歯肉の中点に位置付け
するようデザインされています。実際にはこのFAポイントより
も下に位置づけられるのが普通なので、その結果下顎臼歯部が舌
側に"傾斜"してしまいます。このことを考慮して、下顎臼歯部の
トルク値を減らした結果、歯冠が舌側に傾斜するのが減少し、フ
ァーストオーダーの関係を改善することができます。

Non-Orthos Orthos

CIS1

ストレートワイヤーブ
ラケットのトルク値は
FAポイント(Facial-
Axis point顔軸)を基準
としてデザインされて
いる。

ストレートワイヤーブラケット
の位置をFAポイントにすると、
対合歯に当たってしまう。

そこで臨床では一般にストレートワ
イヤーブラケットをより歯肉側にす
るが、これでは臼歯部が舌側に傾斜
してしまう。

オーソスデザインのポイント:  オーソスシステムでは上顎と当
たらないようなブラケットの位置を決定し、その状態にあうト
ルクやファーストオーダーなどを考慮しています。

スロットでの補正(Compensation In Slot - CIS):  オーソスAPアプラ
イアンスシステムのCISでブラケットは可能な限り低いプロファィルと
なります。下の図は下顎前歯用ブラケットの唇-舌側方向のプロファイ
ルが低くなっているのを示しています。

FA point FA point Additional Torque

Typical Placement

オーソスブラケットは、臨床で上顎歯との咬合に余
裕のある位置にブラケットを装着した場合に適正な
トルクが得られるようにデザインされています。

クリアランス

フルサイズのアーチワイヤーを使わないとオーソスAPが十分活用でき
ません。



従来のアプライアンスシステムに組み込まれている標準のアンギ
ュレーションをアジアの人々に使うと歯根を過度に遠心に傾斜さ
せる原因になることがあります。

解決策3
下顎用ブラケットのアンギュレーションを小さくすれば、アジア
人に使ったときに歯根の間隔が均一に改善されます。

従来のアプライアンスをアジアの人々に使うと下顎臼歯群の辺縁
隆線をそろえて接触させ正しく歯根を配列するのが困難です。

解決策4
下顎小臼歯ブラケットにアジア人の解剖学的構造の平均に合った
ディスタル・ルート・ティップ(アンギュレーション)を組み込
み、隣接面がバランスよく接触し、歯根の配列がうまくいくよう
にしました。

問題3 問題4
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上顎第一大臼歯を適切に回転させることによってI級関係を確立。
その一方で下顎第一大臼歯との咬頭嵌合も維持する。

解決策5
オーソスシステムの上下顎大臼歯チューブには最適なローテーシ
ョンを組み込んでいます②。上顎大臼歯は歯列弓に占めるスペー
スが最小になるよう回転させます。それと同時に下顎大臼歯は、
一般に使われている中心咬合のランドマークにしたがって位置付
けされます。その結果、大臼歯の咬頭嵌合が改善されます。

従来の装置ではディスタル・ルート・ティップが不足で辺縁隆線
の接触が不揃いになってしまうことがあります。

解決策6
最新の研究結果に基づいて、上顎第一小臼歯と第二小臼歯用ブラ
ケットに漸進的に増加するディスタル・ルート・ティップを組み
込むことにしました。

問題5 問題6

A

 

 

6.0°

上顎小臼歯の中央の溝
オーソス・ブラケット

余分のスペースを占める

ス
テ
ッ
プ
3:
  
最
終
的
な
回
転
角
度
を

決
定
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
2:
  す
で
に
回
転
さ
せ
た

上
顎
大
臼
歯
に
下
顎
大
臼
歯
を
咬

合
さ
せ
る
。

ブラケットの
装着表面

上顎第一大臼歯
の遠心頬側咬頭
を下顎第二大臼
歯近心頬側咬頭
に咬合させる。

アプライアンス
のパラメータ

大臼歯の回転ロジック

上顎小臼歯の中央の溝

テイップ不足分

ティップ0°のスタンダードブラケット

+4˚ +6˚

A

B

D

C
A

B

C

D

近心辺縁隆線
遠心舌側咬頭
近心頬側咬頭
遠心舌側溝

ｵﾌｾｯﾄ

ｵﾌｾｯﾄ

咬合ランドマーク

ス
テ
ッ
プ
1:
  
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
確
認
し
上

顎
第
一
大
臼
歯
を
歯
列
弓
内
で
占
め
る
ス

ペ
ー
ス
が
最
小
に
な
る
よ
う
回
転
さ
せ
る
。



上顎第二小臼歯のブラケットの厚さが不十分だと、イニシャルワ
イヤー上で(特にNi-Ti合金ワイヤーの場合は調整できない)、上
顎第一大臼歯が近心回転し、第二小臼歯が頬側に移動し、その結
果II級の状態をさらに悪化させます。この問題をなくすために、
一般に上顎小臼歯と大臼歯の間にファースト・オーダー・ベンド
が必要です。

解決策7
歯の解剖的なコンピュータ解析によって、上顎第一小臼歯は上顎
第二小臼歯よりも大きいことが確認されています。このオーソス
システムでは上顎第二小臼歯が上顎第一小臼歯と大臼歯の両方と
同調するように、より厚くなっています。

アジアの人々の下顎第一大臼歯の頬側咬頭は白人のそれよりも突
出していることが多く、このため従来のデザインのアプライアン
スでは正しいローテーションが得られないことがよくあります。

解決策8
下顎第一大臼歯バッカルチューブに4°の近心オフセット②を組
み込んで頬側咬頭の唇側に突出した分を補正します。

問題7 問題8

頬側咬頭が突出

近心オフセットに注意
アジアの人々

白人

第１大臼歯

遠心

近心

遠心

近心



上下歯列弓のコーディネーションの困難、特に最終的調整が困難。

解決策9
オーソスのアーチとブラケットは、コンピューターを用いた骨格
の分析に基づいて作られており、上下顎を統合してデザインされ
たものです③。このアーチとブラケットのデザインが一体となっ
てはじめて最適な臨床結果が得られます。

問題9

下顎骨の海面骨
中央

下顎頬側咬頭の
アーチ

下顎頬側咬
頭頂のアー
チフォーム

下顎アーチワイヤー

下顎アーチワイヤー

上顎アーチワイヤー

上顎アーチワイヤー

下顎の歯は下顎海綿骨中央に配置されます。そして、頬側咬頭
を点として結んだ線は下顎の大きさと形をなぞったなめらかな
アーチを形成します。

上顎歯を下顎頬側咬頭頂のアーチに咬合させます。

上下顎用のアーチワイヤーの形状は、骨格の分析に基づく上下
歯列と調和するようにデザインされています。

オーソスのアーチワイヤーの形状

1

3

4

2



上下顎第二小臼歯用ブラケットは脱落し易いため、再ボンディ
ングする回数が増えたり、第二小臼歯にバンドを装着する結果
になります。

解決策10
オーソスの全ての第二小臼歯用ブラケットには、接着面を大き
くするために、咬合側に拡大されたボンディングパッドがつい
たジンジバルオフセットのブラケットが用意されています。ブ
ラケットは、正しい歯列が得られるように、拡大されたパッド
の歯肉側よりについています。歯の咬合側より3分の1の部分は
エッチングがしやすく、歯面の乾燥状態も保ちやすいので、こ
のように接着面が咬合側よりに拡大したことで、著しく接着力
が増しました。さらに、オームコが特許④を持つオプチメッシ
ュのコーティング方法をオーソスの全てのパッドに採用してい
ますので、従来のものに比べて接着力が35%以上増強していま
す。

電子顕微鏡写真 電子顕微鏡写真
/未処理 /オプチメッシュ

一般的な
第２小臼歯用ブラケット

オーソス・オプチメッシュ・
第２小臼歯用ブラケット・
ジンジバルオフセット

問題10 問題11

解決策11
オーソスAPでは、上顎中切歯のパッドのカーブを緩やかにし、
又インーアウトも変えることによって最適な辺縁隆線のアライ
メントが可能となりました。

アジアの人々の上顎中切歯の唇側表面は白人のそれよりも彎曲
が少なく辺縁隆線も高いことが多いので、ボンド力が弱くなり
ブラケットを付けるのが困難になることがあります。

上顎中切歯の比較

上がり湾曲 湾曲が少ない

有効厚み

白人　　　　　　　　　　 アジアの人々

辺縁隆線が高い

①U.S. Patent #5,474,448
②U.S. Patent #5,464,349
③U.S. Patent #5,456,600
④U.S. Patent #5,295,823
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